
技術の特徴
・高分解能LCMS（高速液体クロマトグラフ質量分析装置）を利用
・フモニシン由来の糖誘導体（モディファイドマイコトキシン）を復数種検出 ・同定
・精密質量を指標としたスクリーニングであるため、 試薬標品が入手不可能な化合物にも適用可能

研究の内容
フモニシンはトウモロコシ等に着生するフザリウム属菌の一部が産生するマイコトキシンです。構造に
よりタイプA、タイプB、タイプC、タイプPに分類されますが、汚染発生の頻度やその規模から、フモニシ
ンB（図）が重要視されており、食品安全委員会でもリスク評価が行われています。近年、フモニシンの
アミノ基に糖が付加した誘導体が報告され、モディファイドマイコトキシン（modified mycotoxin）として
注目されています 。これらの糖誘導体は生成機構の詳細や毒性に不明な点が多く、その存在量や生
体内での挙動に関する情報が必要とされています。そこで高分解能LCMSを用いてフモニシン由来の
新規糖誘導体の探索を行いました。

今後の展開
フモニシン糖誘導体の定量分析
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カビ毒誘導体の高精度検出技術
－モディファイドマイコトキシン（modified mycotoxin）の検出－
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FB2、FB3の糖誘導体を新たに検出

フモニシンB汚染トウモロコシ
（精度管理用試料）

FB2、FB3のシグナルはオルトフタル
アルデヒド(OPA）処理後に約1/1000
に減少したが、FB2糖誘導体、FB3糖
誘導体のシグナルはほとんど減少し
なかった。従って糖の付加はアミノ基
（NH2基）を介していることが確認され
た（右図）。
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フモニシンB（FB）の構造
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